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研究成果の概要（和文）：アクティブセーフティーである危険予知訓練(KYT)は、危険回避法を導く訓練である。本研
究では描写媒体の違いがKYTに及ぼす影響を明らかにする。材料は医療施設において起こりやすい有害事象を12場面想
定し、モデルを使って写真撮影した。次に、その中から2場面を抽出しイラストを作成した。対象者は看護師11名であ
る。結果、有害事象の合計個数は、写真121個、イラスト151個であり、検定において有意差は認められなかった。今回
の結果からは、有害事象の想起数において写真とイラスト違いが認められなかったことから、写真もKYTの材料として
用いることが可能と考えられる。

研究成果の概要（英文）：Kiken-Yochi (hazard prediction) Training (KYT), which is an active safety tool, 
involves training to prevent accidents. The objective of this research was to clarify the effects of 
differnce in media on KYT.The authors envisaged 12 scenarios where hazards were likely to occur within 
medical facilities, recreated them with models, and took pictures. Next, they selected two of these 
scenarios and created illustrations. The research subjects were 11 nurses. The subjects collectively 
identified 121 hazards in the photographs and 151 hazards in the illustrations. Statistical verification 
revealed no meaningful difference between the outcomes of using the two mediums.The results of this 
research indicated no meaningful difference between illustrations and photographs in the number of 
hazards identified by the subjects; therefore, it is considered that photographs can be used for KYT 
materials.

研究分野： リハビリテーション科学・福祉工学
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１．研究開始当初の背景 
平成 12年の福祉用具が関与する事故では、

その約半数が車いすが関与しており、原因は
人的要因であったった(通産省 2002)。我々の
調査においても同様の結果が得られており、
かつ、福祉用具を使用する 65 歳以上の高齢
者は年間 4 度のひやり・はっと事象に遭遇し
ていることが推測された(縄井ら 2004)。また、
車いす事故の原因は日米で異なっていた
(Nawai ら 2006)。我々は T 市の福祉用具供
給事業者に対して安全研修会を行ない、T 市
(現在は I 市)における高齢者の福祉用具事故
の低減を確認した(縄井ら 2005,2006)。しか
し、昨年、独立行政法人製品評価技術基盤機
構製品安全センターから電動車いすの事故
防止についての注意喚起が行われ、本年も消
費者庁から電動車いすの重大事故が公表さ
れ注意喚起がされた。全国的には車いすの事
故は少なくなっていないことが認められた。 
安全管理では、パッシブセーフティー(受動的
安全)とアクティブセーフティー(自律的安
全)の両面から取り組む必要があるが、日本で
は車いす利用者は保護される立場であり、高
齢者や車いす利用者への教育・訓練はあまり
推進されてこなかった印象がある(縄井ら
2004)。しかし、MacPhee ら(2004)は、車い
す利用者に積極的訓練を行ったところ安全
性が高まったことを確認し、McClure LA ら
(2011)は、脊髄損傷患者災害時避難計画と福
祉用具の有効活用の必要性を報告している。
日本においても車いす利用者の安全管理と
して高齢者を含む利用者への積極的な教
育・訓練プログラムの開発が求められている。 
近年、危険を未然に防ぐためのアクティブセ
ーフティーとして危険予知訓練(Kiken-Yochi 
Training：KYT)が注目されている。Sokas ら
(2009)は、危険察知能力を高めるプログラム
を実施し、その効果を報告している。日本で
は、1974 年に住友金属工業(株)が KYT を開
発し、1978 年からは中央労働災害防止協会
が「ゼロ災害全員参加運動」に取り入れて産
業界で普及してきた(古澤ら 2010)。KYT は、
ある場面を取り上げ、そこに潜む危険を討論
形式で指摘しあい、危険回避法を導く訓練で
ある(Murai ら 2009)。KYT を行うことで「危
険への気づきの感性」を高めることができる
と考えられている(郵政省大臣官房人事部
1999)。KYT ではシナリオ教材が重要であり、
媒体として主にイラストが用いられている。
その理由は、写真では情報量が多すぎて間違
い探しになってしまい、危険を想起する学習
にならないと考えられるからである(杉山
2010)。しかし、それらメディアの違いによ
るKYTの効果に関する研究は見当たらない。 
２．研究の目的 
本研究では KYT 教材としての写真とイラ

ストの影響違いを明らかにすることを目的
として行った 
３．研究の方法 

KYTの描写媒体は写真(白黒)とイラストで

ある。作成は次の手順で行われた。まず、医
療施設において起こりやすい有害事象を 12
場面想定し、モデルを使ってそれぞれの場面
を写真撮影した。次に、その中から 2 場面を
抽出し写真をもとにトレーシングペーパー
を使ってイラストを作成した。2 場面の写真
と対になるイラスト 2 場面の合計 4 シートを
材料とした(図１)。 
実験の対象者は認定看護師教育課程の 11 名
(女性 11 名、年齢 34.6±9.0 歳、看護師歴 13.1
±7.3 年)である。方法は、対象者を無作為に
2 グループに分け、4 シートの組み合わせを
変えて実施した(図 2)。有害事象の同定は、
研究者間の一致慄 80％以上とした。情報処理
はウィルコクソンの符号順位和検定を行い
危険率 5％に設定した。なお、被験者には文
書と口頭による説明の後、文書による研究へ
の同意を得た。 
 

 

 
 
４．研究成果 
重複がなく適当と考えられる被検者 11 名

の有害事象の合計個数は、写真 121 個、イラ
スト 151 個であった。被験者 1名の 2場面の
平均個数は写真 11 個、イラスト 13.5 個であ
った(表 1)。しかし、検定において有意差は
認められなかった。実験後の感想としては、



「絵だと車いすとベッドの位置関係が捉え
にくく、また距離間など空間認知しにくい」
「(イラストだと)患者の表情がわからない」
「イラストだと曖昧なところがあるので推
測でしか書けないと感じた」などがあった。 
 

写真をシナリオの描写で使用することは、
情報量が多すぎて間違い探しになってしま
い、危険を想起する学習になりにくいと考え
ていたが、今回の結果からは、写真とイラス
トにおいて有害事象の想起数において違い
が認められなかった。すなわち、KYT の材料
として写真はイラストと同様の効果がある
と考えられる。しかし、実施後の感想にてイ
ラストの不備が指摘されていることから、描
写の場面設定やイラストの完成度を高める
必要があった。また、写真とイラストを同日
に行ったことから、持ち越し効果が結果に影
響した可能性も考えられる。さらに、今回の
研究では、有害事象の質(ハザードの領域)に
ついて検討をしていなかった。以上のことか
ら、イラスト場面の描写の作成では、レイア
ウトを含むシナリオの完成度を高めること、
持越し効果を排除すること、並びに有害事象
の質も検討する研究デザインが必要であっ
た。 
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